
実践例「音楽」 

 

 

 

 

 

 
【題材・単元名】 
「校内合唱祭で歌おう」 
 
【対象学年】 
中学 2年生 
 
【ねらい】 
・好きな活動を通して、一体感を感じる経験を積む。（川越特別支援学校生徒Ａ） 
・「歌いたい」という１つの目標に向けて、一緒に取り組む。（支援籍校生徒） 
 

時間 活動内容 
目標 留意点 

○生徒Ａ ◎支援籍校生徒 ○本校 ◎支援籍校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体育館へ移動 
 
 
1、開会式 
 
 
2、鑑賞 
 
 
3、移動 
 
 
4、合唱 
 
 
 
5、閉会式 
 
 
学級へ移動 

○友達と一緒に移動す
る。 
 
○注視する。 
 
 
○興味関心を持って鑑
賞する。 
 
 
 
 
○大きな声で歌う。 
○一緒に歌うことを楽
しむ。 
 
○達成感を感じる。 
 

◎困っていることに
気付き、手伝う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎大きな声で歌う。 
◎楽しむ。 
 
 
◎達成感を感じる。 

○◎クラスメイトと移動で
きるような雰囲気を作る。 
 
◎座席に配慮する。 
（移動しやすさ/人間関係等） 
 
◎自然にステージに移動で
きるように、グループを組
んでお互い場所の確認がで
きるようにする。 
 
 
◎生徒Ａの実態に合わせ
て、歌詞を持って歌うこと
も可とする。 

 
【評価】 

 ・クラスメイトと共に自信を持って歌うことができる。 

 ・合唱を通して、一体感や達成感を味わうことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【支援籍学習の目的】川越特別支援学校ガイドラインより 

○地域との関係を深めるとともに、在籍校（学級）以外の学校（学級）において学ぶことにより、 

「社会で自立できる自信と力」を育む。（川越特別支援学校） 

○同じ地域に住む障害のある児童生徒と学級の一員として学ぶことにより、「心のバリアフリー」を育む。

（支援籍校） 

【支援籍校教員から】 

・事前に2回の音楽授業参加もあったので、他の生徒ともコミュニケーションがよく取れていた。 

・障害理解授業を通して、生徒Ａへの関心が高まった。 

・同じ制服を着ることで、より同じ中学校の仲間意識が高まったように感じる。 


